
ニュースに出てくる「難民」について 

分かりやすく解説します！ 

 

ニュースを読み解く 

キーワード「難民」 

担当：栗山智帆（国際公共政策研究科 M1） 



「難民」と聞いたら、 

何を思い浮かべますか？？ 
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「難民」というキーワードが見出し
に載ったもの（最近6か月） 
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さまざまな場面で用いられる 

「難民」という言葉ですが・・・ 
 

「難民」を本来の意味で使っているものはどれ 

でしょうか？ 

 

A) ネットカフェ難民 

B) 東京難民 

C) シリア難民 

D) 買い物難民 



ヒント： 
 

A) ネットカフェ難民 

       →住居がなく、インターネットカフェで寝泊まりしている人たちの   

              こと。2007年新語・流行語大賞のトップテン入り          

B) 東京難民 
           →2014年2月22日から公開されている映画。 格差社会のリアルを描き 

                出している。 

C) シリア難民 
           →内戦が続くシリアから逃れてきた人 

D) 買い物難民 
          →過疎化で商店が撤退・廃業したり、高齢で行動範囲が狭く 

              なったりして、食料品や生活必需品の買い物に困る人々。帯広  

               畜産大学の杉田聡教授が名づけたとされる。 

 



難民（refugee）の定義 
 難民とは 

「人種、宗教、国籍もしくは特定の社会的集団の
構成員であることまたは政治的意見を理由に迫害
を受けるおそれがあるという十分に理由のある恐
怖を有するために、国籍国の外にいる者であって、
その国籍国の保護を受けられない者またはそのよ
うな恐怖を有するためにその国籍国の保護を受け
ることを望まない者」 

    （難民条約第１条） 



難民条約とは 

 1951年採択「難民の地位に関する条約」 

 1967年採択「難民の地位に関する議定書｣ 

 ⇒この二つを合わせて、一般に難民条約と呼ぶ。 

 

 国際社会における難民保護の重要性の高まり 

 難民の権利や義務について規定 

 ｢ノン・ルフルマンの原則｣（33条）が特徴的。 

：難民を彼らの生命や自由が脅威にさらされるおそれの 

     ある国へ強制的に追放したり、帰還させてはいけない。 

 

参考：UNHCR Japan HP  



具体例 
 

 本国で民主化運動等における反政府活動に参加し
ていたことで、本国政府から命を狙われた。 

 本国では認められていない少数派の宗教を信仰し
ていたため、本国政府から迫害を受けた。 

         etc. 



さて、正解はどれでしょうか？ 

「難民」を本来の意味で使っているものはどれ 

でしょうか？ 

 

A) ネットカフェ難民 

B) 東京難民 

C) シリア難民 

D) 買い物難民 



シリアの「難民」 
（UNHCR Japan HP プレスリリース） 

 シリア難民：約278万人（2014年5月19日時点） 

 シリア国内避難民：650万人（2014年4月時点） 

【参照】 シリアの人口：約2240万人（2012年世銀調べ） 
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難民 

難民 
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国内避難民（Internally Displaced 

Persons）の定義 

 国内避難民とは 

 「国内避難民とは、特に武力紛争、一般化した
暴力の状況、人権侵害もしくは自然もしくは人為
的災害の影響の結果として、またはこれらの影響
を避けるため、自らの住居もしくは常居所地から
逃れもしくは離れることを強いられまたは余儀な
くされた者またはこれらの者の集団であって、国
際的に承認された国境を越えていない者」 

    （国内避難民に関する指導原則（1998）2条） 

 



シリア難民について 



シリアの状況 
 2011年1月～2月「アラブの春」 

：チュニジアとエジプトで権威主義体制が、市民の 

 抗議デモにより崩壊。 

 自由の制限、腐敗した政治、貧富の格差などに対す
る市民の不満からアサド政権に対する抗議デモが活
発化。 

 アサド大統領による抗議デモの過酷な弾圧。 

 2011年9月、反体制勢力の武装集団「自由シリア軍」
の結成。 

 2011年10月に反体制勢力の「正式な代表」となる組織
「シリア国民評議会」の結成。 

 2011年末～国軍・治安部隊と自由シリア軍の武力衝突
が頻発 



21世紀最悪の人道的危機 

 米国、EUは2013年に入ってからは反体制勢力への
武器提供を正式に決定。 

 サウジアラビアとカタールは、反体制勢力への武
器や資金の提供を拡大。 

 トルコは、南部のシリアとの国境地帯から自由シ
リア軍や避難民を支援。 

 長年にわたり英国やトルコ、ヨルダンといったシ
リア国外で活動してきた古参の反体制派諸組織。 

 アサド政権に対してはイラン、ロシア、中国が支
持の立場 

 



21世紀最悪の人道的危機 

 イランとシリアの戦略的同盟関係がイスラエルと
その最大の支援国である米国の覇権拡大を阻止し
ようとする構図へと変わった 

 

→国外のアクターの参入は紛争の軍事化を助長、 

「市民による民主化運動」の「市民による」と 

「民主化運動」の両方の側面を台無しにした。 
 

（参考文献） 

 http://synodos.jp/international/5339 

 2013.08.28 Wed「シリア「内戦」の見取り図」 

           末近浩太 / 中東地域研究 

 

http://synodos.jp/international/5339
http://synodos.jp/international/5339
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シリアの構造 

アサド政権 反体制派 

自由シリア軍 

シリア国民評議会 
シリア軍 



シリア難民 

人口：トルコ7400万人、イラク3258万人、ヨルダン631.8万人、    

              レバノン442.5万人、エジプト8072万人 



世界の難民問題 



世界の難民 
 難民の数：約2000万人 

 国内避難民：約3330万人（2013年） 

 

 難民の発生国 

：アフガニスタン、シリア、ソマリア、スーダン、 

 コンゴ、ミャンマー 

 難民の受け入れ国 

：パキスタン、イラン、ヨルダン、レバノン、 

 ケニア、トルコ 

 難民条約加盟国：145カ国 ←日本は1981年に加入 

 

 



UNHCR 

（国連難民高等弁務官事務所） 

UNHCR: United Nations High Commissioner for Refugees 

：世界各地にいる難民の保護と支援を行なう国連 

 機関 

⇒現在、UNHCRの支援対象者は、 

  難民、庇護希望者、帰還民、無国籍者、 

  国内避難民に拡大。 

 

解決策：「自発的帰還」、「庇護国での定住」、 

    「第三国定住」 

 

 



UNHCRの活動 
 

 

 

 

 

 

 

アンジェリーナ・ジョリー 

UNHCR特使 

緒方貞子 

  元国連難民高等弁務官  



最後に 

日本の難民受け入れについて 



日本で昨年難民認定された人は 

何人だったでしょうか。 

 難民認定申請を行った者は３２６０人 

 認定された人は？ ６ 人 

 

 申請者の国籍 

：トルコ、ネパール、ミャンマー、スリランカ、 

 パキスタン、バングラデシュ、インド、ガーナ、   

 カメルーン、ナイジェリア 

 

申請者の９割以上が難民認定されずに日本に暮らして
いる。 

先ほど、見てきたシリア難民も日本では、１人も認定
されていない。 



日本とシリア難民 
NHK おはよう日本  
http://www.nhk.or.jp/ohayou/marugoto/2014/05/0520.html 

2014年5月20日 

 内戦から逃れ日本に 難民申請するシリア人 
 男性の収入は日雇いの仕事で得る月２万円ほど 

 住む家はなく、知り合いの家を毎日のように転々としてい
る。 

 現在日本で難民申請をしているシリア人は５２人。こ
れまでのところ、認められた人はいない。 

 周辺国でシリア難民の受け入れが限界に達しているこ
とを受けて、ＵＮＨＣＲでは、欧米や日本などにも受
け入れを要請しており、これまでのところ２０か国以
上が受け入れを決めたが、日本は検討中だということ
である。 

 



参考 
 UNHCR  http://www.unhcr.org/cgi-bin/texis/vtx/home 

 難民支援協会 http://www.refugee.or.jp/ 

 アムネスティインターナショナル 
http://www.amnesty.or.jp/ 

 ヒューマンライツウォッチ http://www.hrw.org/ja  

 本間浩『難民問題とは何か』、岩波新書、1990年 

 

 

 


